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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期（平成 28 年４月１日～平成 28 年６月 30 日）の連結経営成績については、経常収益は、

株式等売却益が増加したことなどから、前年同期比 93百万円増加して 2,682 百万円となりました。一方、

経常費用は、与信関係費用や営業経費が増加したことなどから、前年同期比 120百万円増加して 2,049 百

万円となりました。この結果、経常利益は前年同期比 27 百万円減少して 633 百万円となり、これに特別

損失、法人税等を加減した親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比 21 百万円減少して 424 百万

円となりました。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期の連結財政状態については、預金は引続き地域に密着した営業基盤の拡充に努め、個人預

金が増加したことなどから、前連結会計年度末比 6,730 百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末残高

は 443,445百万円となりました。貸出金は、お客様のニーズに積極的にお応えしましたが、前連結会計年

度末比 8,427百万円減少し、当第１四半期連結会計期間末残高は 272,121百万円となりました。有価証券

は、金利リスクに配意するとともに安定収益と流動性確保を目的に資金の効率的な運用に努めた結果、前

連結会計年度末比 1,554百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末残高は 146,519百万円となりました。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成 29年３月期の連結業績予想につきましては、平成 28 年５月 11 日公表値から変更ありません。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 （会計方針の変更） 

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」

（実務対応報告第 32 号 平成 28 年６月 17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成 28年４月

１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しておりま

す。 

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表へ与える影響額は軽微であります。 

 

（追加情報） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年３月 28

日)を当第１四半期連結会計期間から適用しております。 
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

     該当事項はありません。 

 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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（１） 平成29年３月期第１四半期　損益の状況（単体）

（単位：百万円）

1 2,210 98 2,111

2 1,791 △ 91 1,882

3 1,645 △ 51 1,696

4 143 △ 38 181  

5 2 △ 1 4

うち国債等債券損益(5勘定尻)① 6 ― ― ―

7 1,361 29 1,332

8 430 △ 120 550

9 430 △ 120 550

10 48 54 △ 6

11 381 △ 175 556

12 223 161 62

13 45 31 13

14 26 12 14

15 93 86 7

16 231 183 47

17 605 △ 13 619 500

18 △ 0 1 △ 1

19 △ 0 1 △ 1

20 605 △ 12 618

21 150 △ 42 192

22 42 60 △ 18

23 193 18 174

24 412 △ 30 443 350

(注)　コア業務純益は、「業務純益」－「国債等債券損益（5勘定尻）」＋「一般貸倒引当金繰入額」です。

前年同期比
（A）－（B）

経常収益

業務粗利益

資金利益

役務取引等利益

その他業務利益

４．平成29年３月期　第１四半期決算短信 説明資料

平成29年３月期
 第１四半期

（A）
(３ヵ月間)

平成28年３月期
 第１四半期

（B）
(３ヵ月間)

業務純益

臨時損益

うち不良債権処理額④

平成29年３月期
第２四半期

累計期間公表値
（６ヵ月間）

うち株式等関係損益

経費（除く臨時処理分）

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）　　②

コア業務純益　　　　　　　　　　②－①

一般貸倒引当金繰入額③

法人税、住民税及び事業税

（貸倒償却引当費用③＋④）

うち償却債権取立益

法人税等調整額

法人税等合計

四半期純利益

経常利益

特別損益

税引前四半期純利益

うち固定資産処分損益

○コア業務純益は、資金利益の減少を主因に、前年同期比120百万円減少し、430百万円となりました。
○上記の結果、経常利益は、前年同期比13百万円減少し、605百万円となりました。四半期純利益は、前年同期比
30百万円減少し、412百万円となりました。
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（２）「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（単体）

(単位：百万円) （参考）(単位：百万円)

3,725 3,557

3,853 4,723

1,976 2,401

9,555 10,682

3.42% 3.84%

(注)　上記の平成28年６月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に

　　規定する各債権のカテゴリーにより分類しております。

　　　また、各開示区分の計数は平成28年６月末時点での当行の定める自己査定基準に基づく債務者区分を基

　　に集計しております。

　　　なお、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」と認められる金額のうち、無価値と認められる部分に

　　ついては直接償却相当額として当該金額を減額しております。

　　　※債務者区分との関係：破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権）

　　　　　　　　　　　　　　危険債権（破綻懸念先の債権）

　　　　　　　　　　　　　　要管理債権（要注意先のうち、利払いが３ヵ月以上延滞しているか、又は貸出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条件を緩和している債権）

（３）自己資本比率（国内基準）

（参考）

連結自己資本比率 10.6 ％ 程度

(注)　上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。

3,780

10.51 ％

平成28年９月末（予想値） 平成28年３月末(実績)

3.34%

9,610

1,971

3,858 危険債権

 要管理債権

合　　計

 総与信残高に占める割合

平成28年６月末 平成27年６月末 平成28年３月末

 破産更生債権及びこれらに準ずる債権

○金融再生法ベースの開示債権は9,555百万円となり、総与信残高に占める比率は3.42％となりました。

○平成28年９月末の連結自己資本比率は10.6％程度と予想しております。
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（４）時価のある有価証券の評価差額（単体）

○評価差額

 (単位：百万円) （参考）  (単位：百万円)

(注)　1.　各四半期末の「評価差額」及び「含み損益」は、それぞれ各四半期末時点の帳簿価額（償却原価適用後、減

　　　　損処理後）と時価との差額を計上しております。

　　　2.　満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。なお、子会社・関連会社株式で時価のある

　　　　ものは該当ありません。

 (単位：百万円) （参考）  (単位：百万円)

（５）デリバティブ取引（単体）

　①金利関連取引　　該当ありません。

　②通貨関連取引

 (単位：百万円) （参考）  (単位：百万円)

― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ―

(注)　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

　③株式関連取引　　該当ありません。

　④債券関連取引　　該当ありません。

　⑤商品関連取引　　該当ありません。

　⑥クレジットデリバティブ取引　　該当ありません。

通貨オプション

区
分

金
融
商
品

取
引
所

店
頭

平成28年６月末

時価 評価損益
種　類

通貨先物

8 123 44

0

時価契約額等 評価損益

平成28年３月末平成27年６月末

137 8 87 0

満期保有
目的の債券

為替予約

通貨スワップ

契約額等 評価損益 契約額等

0 402 1

時価

1461 1 1

うち益

370 1 1 0

帳簿
価額

帳簿
価額 うち益 うち損

平成28年３月末

含み損益 含み損益 含み損益帳簿
価額うち損 うち益 うち損

平成28年６月末 平成27年６月末

その他有価証券

その他

債　券

株　式

20,386 2,277 2,722 445

平成28年３月末平成27年６月末平成28年６月末

評価差額時価評価差額時価評価差額時価

うち損うち益 うち損うち益うち損うち益

3,687 23822,898 5,782 5,966 183 19,371

5,209 955

112,938 4,413 4,431 17122,567 2,804 2,827 22

13,329 8,519 8,573 53

112,918 4,925 4,943 17

11,465 4,254

1,41712,87511,457144,770 26017,36717,107158,795

0

75413,90713,153143,179

5,789 49810,869 5,290

3,449

○時価のある有価証券の評価差額は前年同期末比5,649百万円減少し、11,457百万円の評価益となりました。
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（６）預金・貸出金等の残高（単体）

①預金・貸出金の残高

(単位：百万円) （参考）　　  (単位：百万円)

443,807 436,819 437,108

う ち 個 人 預 金 340,892 341,262 338,876

273,560 272,523 281,817

うち個人ローン 51,037 51,030 51,225

②預かり資産残高

(単位：百万円) （参考）　　  (単位：百万円)

10,143 11,785 10,816

860 1,897 958

平成28年６月末 平成27年６月末 平成28年３月末

平成27年６月末 平成28年３月末

投 資 信 託

国 債

預 金

貸 出 金

平成28年６月末

○預金は、法人預金が増加したことなどから、前年同期末比6,988百万円増加し、443,807百万円となりました。

○貸出金は、事業性貸出金が増加したことから、前年同期末比1,037百万円増加し、273,560百万円となりまし

た。

○預かり資産は、投資信託で10,143百万円（前年同期末比1,642百万円減少）、国債で860百万円（前年同期末

比1,036百万円減少）となりました。
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